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本年度、第三小学校では、「情報活用能力を高め、主体的に課題を発見し、解決することができる児童の育成」をテーマに、子どもの成長を目指した校内研究に取り組んでいます。また、“～ICTを活用した授業を通して～”と副題を設定し、教員や子供たちがICTを活用することで学びを深めていく授業を設計・実践することで、研究の主題に迫っていこうと考えています。


６月　中学年分科会　研究授業
中学年分科会では、普段意識をせずに捨てているごみに目を向け、ごみに対する興味を高め、様々な疑問をもつことをねらいとして授業を行いました。その際、「jamboard」というホワイドボードのような機能と、「スプレッドシート」というそれぞれの考えを打ち込むことができる機能を活用しました。
まず、家庭で出たごみを分別する活動をしました。子供たちは、班ごとに自分たちの家庭から出たごみをjamboardの付箋に書き込みました。そして、その付箋を指で動かし、燃やすごみや燃やさないごみなどに分別し始めると、「ビニールは燃えるんじゃない？」や「ビンは燃えないでしょ！」というような声が聞こえてきました。そこで、それぞれの班の考えをjamboard上で共有しました。すると、「リサイクルの物が全然ない。」「自分の家と分別の仕方が違う。」など、ごみの量の違いや分別の方法、ごみの処理の仕方について疑問をもち始める子が出てきました。jamboardを活用することで、自分の意見を反映でき、みんなの考えを簡単に共有できたからこそ、こういった疑問が生じたのだと感じました。
次に、授業で感じたこと等をスプレッドシートに書く活動をしました。スプレッドシートは友達の考えも見ることができるので、友達の考えを参考にして書いたり、さらに疑問を深めたりしている姿も見られました。

６月の研究授業を経て、ICTを活用することで、子供たちの学びを深められる可能性が見えてきました。これからも研究を続け、情報活用能力を高め、主体的に課題を発見し、解決することができる子供たちを育てていきたいと思います。
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令和３年度研究主題


情報活用能力を高め、主体的に課題を発見し、解決することができる児童の育成


～ICTを活用した授業を通して～








